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アユの小型種苗放流の効果評価（平成27年度）

目的

アユ種苗は小型ほど単価が安いため， 小型の種苗ほど金

額当たりの放流尾数を多くできる。しかし，小型の種苗は

漁獲サイズに成長するまでの期聞がより長くなるため早

く放流する必要があり，解禁日までの減耗が大きくなる可

能性がある。つまり，放流サイズ、を小型化して放流尾数を

増やしても，それが漁獲対象となるアユ（解禁日に漁場に

残っているアユ）を増やすことにつながるとは限らない。

そこで， 小型種苗放流（本調査では lOg以下の放流とした）

の効果を評価するために，放流から解禁直前までの残存率

を調査した。

材料および方法

調査方法 調査は4漁場で、行った。アユ釣りの解禁直前

（解禁日まで 1週間以内）に潜水目視調査により生息数を

推定し（方法の詳細はp.31参照），当該漁場への放流尾数

から残存率を算出した。また，栃木県漁連種苗単価表によ

り放流魚 l尾当たりの単価を求め，これと残存率から解禁

日に残っているアユ I尾当たりの単価を算出した。

解禁日の単価

＝放流日の単価×（100I調査日までの残存率）

高木優也・横塚哲也

結果および考察

解禁直前までの残存率 A 川については生息数の推定

精度が悪いが，例数が少ないため今回はそのまま用いた

（表 1）。また，D川の点推定値は放流尾数を上回った。

まったく減耗していないとは考えにくいが，D川｜の残存率

は 100%とみなした。

これらの結果，残存率は平均で 75.5%（範囲 47100%) 

と算出された。冷水病の発生が無かった年代（1982年か

ら1984年）では，解禁日までの残存率は30%から 90%の

範囲内で通常 50%以上とされている。I）また，冷水病が発

生した年の千曲川｜での解禁日までの残存率は 13%(1997 

年）と 37%(1998年）と推定されている。2）これら過去の

データと比較すると，今回調査した4河川の残存率は十分

に高く， 小型種苗放流が漁獲の対象となるアユを増やすた

めに効果的であったと考えられる。

ただし，今回調査した河川はいずれも透明度が高い中小

河川である。全国 13水系 25地点での調査から，放流量に

関係なく， 川｜幅が狭く，河床に占める巨石の比率が高く，

浮き石の比率が高い川ほど，調査面積当たりのアユの観察

個体数が多いことが報告されている。3）また，アユが濁り

を嫌うことはよく知られている 0 4-5）つまり，大河川や透

明度の低い河川では今回の結果よりも残存率が低くなる

ことが予想される。今後は，それらの河川での残存率につ

いても明らかにする必要がある。

表 l 解禁直前までの残存率

調査漁場 放流状況 推定値

調査日
流程 尾数 尾数 現存率

CV 
(km) (m) （尾） (g) （尾） （%） 

Al 11 2015/5122 8.0 11.0 30,000 5.0 14,115 0.79 47 

BJll 201517/3 6.7 10.7 30,000 10.0 22,869 0.30 76 

CJll 2015刀19 9.9 8.6 20,000 5.0 15,710 0.40 79 

DJll 2015/6/4 5.5 8.4 59,000 6.7 66,343 0.19 100 

表2 残存率と環境条件

河Jll
残存率 放流 放流密度 JI I幅 透明度 巨石率 浮き石率

（%） サイス包） （尾／ポ） (m) (m) （%） （%） 

AJll 47 5.0 0.34 11.0 4.4 25 20 

BJll 76 10.0 0.42 10.7 8.3 34 25 

CJll 79 5.0 0.24 8.6 5.2 20 10 

DJll 100 6.7 1.29 8.4 13目4 53 42 

巨石率、浮き石率： 1平井ら（2016）の方法による

透明度：水中でA4サイズの白板が見える距離
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また，今回調査した4河川の中でも残存率には大きな差

がみられた。データ数が少ないため，残存率と環境条件の

関係についての解析は行わなかったが，最も残存率が低か

った A川では透明度が低く，巨石や浮き石が少ない一方

で，最も残存率が高かった D川では透明度が高く，巨石

や浮き石が多かった（表 2）。残存率と環境条件の関係に

ついては，今後明らかにすべき課題である。

解禁日の放流アユ 1尾当たりの単価放流日の単価と

残存率から算出した解禁日の単価は平均 48.2円（範囲

34.1 60.6円）であった（表3）。放流アユ漁場の運営効率

化のためには，いつ，どこに，どんな種苗を，どうやって

放流し，解禁までどうするか（カワウ追い払いにかけるコ

ストなど）といった複数のパラメータを漁場ごとに最適化

していく必要がある。解禁日の放流アユ 1尾当たりの単価

は，これらを統合して評価するための基準として有効であ

ると考えられる。

表3 放流アユ1尾当たりの単価

河Jll
放流日の残存率解禁日の

単価（円） （%） 単価（円）

A川 28.5 47 60.6 

BJll 44.8 76 58.8 

CJll 26.8 79 34.1 

DJll 39.5 100 39.5 

平均 34.9 75.5 48.2 
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調査試験報告要旨

アユの小型種苗放流の効果評価（p35-36)

小型種百放流の効果を評価するために，県内の

4河川｜で、アユの残存率を調査しました。その結果，

解禁日までの残存率は平均で 75.5%と高く，小型

種百放流は漁獲の対象となるアユを増やすために

効果的であると考えられました。今後はデータ数

を増やすとともに，大河川｜や透明度の低い河川で

の残存率についても明らかにする必要があります。
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